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             第７２回国民体育大会について 

 
１ 総  評  

｢愛
え

顔
がお

つなぐ えひめ国体｣は、会期前競技会終了時点で男女総合成績(天皇杯)・女子総合成績(皇

后杯）ともに第２位という過去最高獲得点と順位で本大会を迎えた。総合開会式は９月３０日

（土）松山市にある愛媛県総合運動公園陸上競技場（ニンジニアスタジアム）で行われた。当日

は快晴のもと天皇皇后両陛下の御臨席を仰ぎ式典前プログラムが行われた。愛媛県民による創作

プログラムでは「愛のくに愛媛 ”愛顔（えがお）の物語」として、夏目漱石の坊ちゃんとマド

ンナが登場し、愛媛県の文化や自然などの魅力を小

学生から大人まで約 1,800 人で熱いパフォーマンス

を披露し会場内は大いに盛り上った。本県選手団は

新体操・なぎなた・ボウリングの３競技と本部役員

の計４５名が参加した。旗手のボウリング競技成年

男子・川田光一選手（いすゞ自動車）を先頭に、今

回は女子選手が多かったため例年より美しい入場行

進となった。選手整列後には炬火の点火、代表選手

による宣誓が行われ１０日間に及ぶ熱い戦いがスタ

ートした。愛媛県は、東予・中予・南予に競技会場がまとまっており視察応援の計画が立てやす

かったが今年は特に台風が多く天候との闘いでもあった。 

会期前開催競技の水泳競技会では、競泳の競技日程と台風が重なり屋外プールだったことから 

３日間の競技日程を２日間に圧縮して行ったにもかかわらず、一致団結して過去最高の得点を獲

得することが出来た。 

前半戦最終日は、サッカー少年とボウリング成年男子団体戦の決勝が行われた。サッカーは前

日１－０で大阪を破った本県と、同じく１－０で

青森に競り勝った広島との対戦となり、延長後半

に本県がゴールを決めその１点を守り切り２年ぶ

り７度目の優勝を飾った。 

ボウリング競技は最終日を待たずに天皇杯を獲

得していたが、前日の２人チーム戦で優勝と３位

を獲得した４名が最終種目の４人団体戦で予選６

位から追い上げて頂点に輝き、愛
え

顔
がお

で神奈川を天

皇杯優勝チームに導いた。 

後半戦ではハンドボール少年男子に出場した法政大学第二高等学校単独チームが準々決勝・準

決勝と苦戦しながらも勝利し、決勝では千葉を破り見事優勝を飾った。同校は春の選抜大会・夏

の高校総体に続く３冠達成となった。最終日は例年、陸上のリレー種目決勝が行われるが本県は

２０年ぶりに男女とも決勝進出を逃してしまった。しかしながら、レスリング成年男子の井上智

裕選手（富士工業）が優勝し今国体の有終の美を飾った。 
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１０月１２日の閉会式は、秋篠宮殿下同

妃殿下の御臨席のもと、選手団を代表して

本部役員と陸上競技の監督・コーチ・選手

が参加した。旗手は陸上競技少年男子の深

川優樹選手(東海大学付属相模高等学校)が

務め、天皇杯５位の賞状は秋山裕樹選手(川

崎市立橘高等学校)、そして２年ぶりの皇后

杯７位の賞状は藤山有希選手(東海大学付属

相模高等学校)がそれぞれ受け取った。 

昨年に続き会期前開催競技の水泳競技会で、体調不良により棄権する選手を出してしまい、

メディカルチェックから本大会までの選手の体調管理について今回も同様の課題が残った。こ

の選手は海外遠征から帰国直後に水泳選手団に合流した選手で、今後は中央競技団体の帯同メ

ディカルスタッフとの連携も含めた対応が必要であると思った。また、事前のセルフチェック

がどこまで浸透しているか、今後参加競技団体にヒアリングを行う等の地道な啓発活動を継続

していく必要がある。 

最終成績は天皇杯(男女総合)５位・皇后杯(女子総合)７位となった。大会７日目までは３位

を維持していたが、大会最終日前日の９日、団体競技の準決勝・決勝種目が多く残っていた埼

玉県勢に今年も追い越されてしまった。それでも定位置になりつつあった天皇杯６位を上まわ

る成績を収めることができた。これは本県競技団体の皆さんによる選手強化の賜物である事は

当然であるが、もう一つの理由として今年は地元応援を県全体で盛り上げていることを強く感

じた国体であり、愛媛県が昨年の岩手県と比べて総合優勝に迫る勢いで大量得点した上に、東

京国体以降連続優勝している東京都の大量得点と併せて、上位２都県の得点により３位以下の

獲得点が普段より若干低かった事から、関東ブロック通過率が例年並みであったが、今回の得

点でも５位入賞を果たす事が出来たと思っている。 
また、皇后杯順位については８位入賞の都道府県中開催県を除き、昨年を上回る得点を獲得

したのは本県(+84)と大阪府(+34)のみであった。女子種目で得点をいかに獲得するかが総合成

の底上げにつながる。この事から女子強化特別配分について３年目を迎えたが、成果としては

まだ物足りなさが残る。引きつづき女子の強化について競技力向上委員会の中で議論していく

べき課題であると感じた。 
男女問わず得点配分の高い団体競技の得点は上位入賞には欠かせない。サッカー少年は選抜

チームで２年ぶり７度目の優勝、ハンドボール少年男子は単独チームで高校タイトル三冠、ど

ちらも素晴らしい強化の成果である。団体競技における、「選抜か単独か」の問題について、国

体の流れも変化しているなかで一考の余地があると感じている。 

次回国体は、目標順位天皇杯第３位、目標点数 1900 点を目指して動き出すが、第７３回国体

冬季大会アイスホッケー競技会は、昭和３９年スケート競技会以来の地元開催となる。大会の

成功と共に本県が上位を目指すにふさわしい幕開けとなる事を願っている。 
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２ 選手団解団式・表彰式 

  １１月１７日ホテルプラムにおいて関係者約

１００名が集まり第７２回国民体育大会解団式

を開催した。式では優勝した１０競技の選手各

自に鴻会長から記念メダルが授与され、競技別

総合優勝したボウリング連盟には記念品が贈ら

れた。受賞者を代表してライフル射撃競技成年

男子に出場した信田健介選手（横浜銀行）が「多

くの支援をいただき感謝している。来年の福井

国体で連覇できるよう明日からまた精進したい。」と国体２連覇への意気込みを語った。 

本県選手団団長である鴻会長からは、「応援に行く先々で拝見した選手皆さんのチャレンジ精

神に満ちたはつらつとした姿と、卓越したプレーは私も含め観る人々に多くの夢と感動を与え

た事と思います。本当にお疲れ様でした。」と挨拶して選手の労をねぎらった。結びは、選手を

代表して開会式で旗手を務め見事に競技別天皇杯優勝を果たしたボウリング競技成年男子川田 

光一選手から団旗が鴻団長にそして鴻団長から浅羽副知事に無事返還され解団式は終了した。 

第７２回愛媛国体は素晴らしい成績を残し無事終了する事が出来た。関係者のご理解とご協

力に対し心から感謝申し上げる。次回７３回に向けて関係者の更なるご尽力をお願いして報告

とさせていただく。   

      

        文責：第７２回国民体育大会「愛
え

顔
がお

つなぐえひめ国体」神奈川県選手団総監督 
公益財団法人神奈川県体育協会 専務理事 小 野  力 

 

お問合せはコチラまで 

神奈川県スポーツ局スポーツ課         電話 045-285-0796  FAX 045-663-0113 

神奈川県立体育センター生涯スポーツ課 電話 0466-81-2803  FAX 0466-83-4622 

３０３３運動 

１０月１２日の閉会式は、秋篠宮殿下同

妃殿下の御臨席のもと、選手団を代表して

本部役員と陸上競技の監督・コーチ・選手

が参加した。旗手は陸上競技少年男子の深

川優樹選手(東海大学付属相模高等学校)が

務め、天皇杯５位の賞状は秋山裕樹選手(川

崎市立橘高等学校)、そして２年ぶりの皇后

杯７位の賞状は藤山有希選手(東海大学付属

相模高等学校)がそれぞれ受け取った。 

昨年に続き会期前開催競技の水泳競技会で、体調不良により棄権する選手を出してしまい、

メディカルチェックから本大会までの選手の体調管理について今回も同様の課題が残った。こ

の選手は海外遠征から帰国直後に水泳選手団に合流した選手で、今後は中央競技団体の帯同メ

ディカルスタッフとの連携も含めた対応が必要であると思った。また、事前のセルフチェック

がどこまで浸透しているか、今後参加競技団体にヒアリングを行う等の地道な啓発活動を継続

していく必要がある。 

最終成績は天皇杯(男女総合)５位・皇后杯(女子総合)７位となった。大会７日目までは３位

を維持していたが、大会最終日前日の９日、団体競技の準決勝・決勝種目が多く残っていた埼

玉県勢に今年も追い越されてしまった。それでも定位置になりつつあった天皇杯６位を上まわ

る成績を収めることができた。これは本県競技団体の皆さんによる選手強化の賜物である事は

当然であるが、もう一つの理由として今年は地元応援を県全体で盛り上げていることを強く感

じた国体であり、愛媛県が昨年の岩手県と比べて総合優勝に迫る勢いで大量得点した上に、東

京国体以降連続優勝している東京都の大量得点と併せて、上位２都県の得点により３位以下の

獲得点が普段より若干低かった事から、関東ブロック通過率が例年並みであったが、今回の得

点でも５位入賞を果たす事が出来たと思っている。 
また、皇后杯順位については８位入賞の都道府県中開催県を除き、昨年を上回る得点を獲得

したのは本県(+84)と大阪府(+34)のみであった。女子種目で得点をいかに獲得するかが総合成

の底上げにつながる。この事から女子強化特別配分について３年目を迎えたが、成果としては

まだ物足りなさが残る。引きつづき女子の強化について競技力向上委員会の中で議論していく

べき課題であると感じた。 
男女問わず得点配分の高い団体競技の得点は上位入賞には欠かせない。サッカー少年は選抜

チームで２年ぶり７度目の優勝、ハンドボール少年男子は単独チームで高校タイトル三冠、ど

ちらも素晴らしい強化の成果である。団体競技における、「選抜か単独か」の問題について、国

体の流れも変化しているなかで一考の余地があると感じている。 

次回国体は、目標順位天皇杯第３位、目標点数 1900 点を目指して動き出すが、第７３回国体

冬季大会アイスホッケー競技会は、昭和３９年スケート競技会以来の地元開催となる。大会の

成功と共に本県が上位を目指すにふさわしい幕開けとなる事を願っている。 

 

 

 

 

２ 選手団解団式・表彰式 

  １１月１７日ホテルプラムにおいて関係者約

１００名が集まり第７２回国民体育大会解団式

を開催した。式では優勝した１０競技の選手各

自に鴻会長から記念メダルが授与され、競技別

総合優勝したボウリング連盟には記念品が贈ら

れた。受賞者を代表してライフル射撃競技成年

男子に出場した信田健介選手（横浜銀行）が「多

くの支援をいただき感謝している。来年の福井

国体で連覇できるよう明日からまた精進したい。」と国体２連覇への意気込みを語った。 

本県選手団団長である鴻会長からは、「応援に行く先々で拝見した選手皆さんのチャレンジ精

神に満ちたはつらつとした姿と、卓越したプレーは私も含め観る人々に多くの夢と感動を与え

た事と思います。本当にお疲れ様でした。」と挨拶して選手の労をねぎらった。結びは、選手を

代表して開会式で旗手を務め見事に競技別天皇杯優勝を果たしたボウリング競技成年男子川田 

光一選手から団旗が鴻団長にそして鴻団長から浅羽副知事に無事返還され解団式は終了した。 

第７２回愛媛国体は素晴らしい成績を残し無事終了する事が出来た。関係者のご理解とご協

力に対し心から感謝申し上げる。次回７３回に向けて関係者の更なるご尽力をお願いして報告

とさせていただく。   

      

        文責：第７２回国民体育大会「愛
え

顔
がお

つなぐえひめ国体」神奈川県選手団総監督 
公益財団法人神奈川県体育協会 専務理事 小 野  力 

 

お問合せはコチラまで 

神奈川県スポーツ局スポーツ課         電話 045-285-0796  FAX 045-663-0113 

神奈川県立体育センター生涯スポーツ課 電話 0466-81-2803  FAX 0466-83-4622 
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会期前開催 水泳競技、ビーチバレーボール、弓道、カヌー（スラローム、ワイルドウォーター)

平成２９年９月９日～　９月１７日　愛媛県　アクアパレットまつやま特設プール　他

本　大　会 陸上競技　他３５競技

平成２９年９月３０日～１０月１０日　愛媛県　総合運動公園陸上競技場　他　

1 【陸上競技】

種別 選　手　名 所　　　　属 順　位 得　点 記録等

須　田　隼　人 いなば食品 ２位 7.00 １０”３０

小　林　直　己 セゾン情報システムズ 予選敗退 ４７”３７

齋　藤　未　藍 青山学院大学 予選敗退 １’５０”４５

佐　藤　大　志 日立化成 ８位 1.00 １３”８７

松　下　祐　樹 ミズノ ３位 6.00 ５０”９５

松　永　大　介 富士通 ５位 4.00 ４１’４２”０４

髙　張　広　海 日立ＩＣＴ ６位 3.00 ２ｍ１６

新　垣　暁　登 日立ＩＣＴ ２０位 ６３ｍ１２

青　木　り　ん 東邦銀行 ６位 3.00 ５５”８０

森　田　香　織 パナソニック １０位 １５’５０”６９

堀　池　香　穂 国士舘大学 ６位 3.00 １３”６７

田　牧　明花音 県立逗子高等学校 １１位 ２２’２３”８３

中　村　紗　華 県立伊志田高等学校 １３位 １ｍ７０

喜　納　周吾朗 東海大学付属相模高等学校 予選敗退 １０”９６

メルドラム　アラン 相洋高等学校 ４位 5.00 ４７”４６

秋　山　裕　樹 川崎市立橘高等学校 ６位 3.00 ７ｍ１８

深　川　優　樹 東海大学付属相模高等学校 準決勝敗退 １０”９０

クレイアーロン　竜波 相洋高等学校 欠場

クレイアーロン　竜波 相洋高等学校 １位 8.00 １’５１”９３

泉　谷　駿　介 武相高等学校 ３位 6.00 １３”５１

渡　辺　　尚 武相高等学校 記録なし

泉　谷　駿　介 武相高等学校 ６位 3.00 １５ｍ２２

前　川　梨　花 川崎市立橘高等学校 準決勝敗退 １２”４１

高　島　菜都美 相洋高等学校 ６位 3.00 ５５”５７

ﾘﾝｽﾞｨｰ　ﾍﾚﾅ芽衣 横浜市立金沢高等学校 １９位 ９’３４”５７

徳　原　京　香 県立川和高等学校 準決勝敗退 １’０３”５９

三　村　香菜実 東海大学付属相模高等学校 ３位 6.00 １２”１４

藤　山　有　希 東海大学付属相模高等学校 １８位 ５ｍ３１

ﾘﾝｽﾞｨｰ　ﾍﾚﾅ芽衣 横浜市立金沢高等学校 ６位 3.00 ４’２２”４４

中　村　紗　華 県立伊志田高等学校 １位 8.00 １２ｍ８６（大会新）

大　迫　晴　香 平塚学園高等学校 ５位 4.00 ４２ｍ４９

成年少年男子共通 準決勝敗退 ４０”２９

成年少年女子共通 準決勝敗退 ４６”５１

天皇杯順位及び得点 ７位 86.00

皇后杯順位及び得点 １０位 40.00

2 【水泳】

種　　別 選　手　名 所　　　属 順　位 得　点 記録等

自由形   ５０ｍ １位 8.00 ２２”０９（大会新）

自由形 １００ｍ ２位 7.00 ４８”９６

背泳ぎ １００ｍ 堀　田　恵　路 慶應義塾大学 ８位 1.00 ５６”２２

平泳ぎ １００ｍ 押　切　雄　大 ＡＮＡセールス 予選敗退 １’０１”２５

バタフライ １００ｍ 梅　本　雅　之 レッドクイーン ４位 5.00 ５２”２６

個人メドレー ２００ｍ 堀　田　恵　路 慶應義塾大学 ６位 3.00 ２’０１”９６

リレー ２００ｍ ８位 1.00 １’３４”４８

メドレーリレー ４００ｍ ５位 4.00 ３’３６”３９

リレー 岩崎、須田、深川、泉谷

リレー 三村、前川、清水、青木

種目等

成年男子

塩　浦　慎　理 イトマン東進

塩浦、堀田、後藤、梅本

堀田、押切、梅本、塩浦

少年女子Ｂ
１００ｍ

走幅跳

少年女子共通

１５００ｍ

三段跳

円盤投

少年男子共通

８００ｍ

１１０ｍＨ

走高跳

三段跳

少年女子Ａ

１００ｍ

４００ｍ

３０００ｍ

４００ｍＨ

少年男子Ａ

１００ｍ

４００ｍ

走幅跳

少年男子Ｂ
１００ｍ

３０００ｍ

やり投げ

成年女子

４００ｍ

５０００ｍ

１００ｍＨ

５０００ｍ競歩

走高跳

第７２回国民体育大会 「笑顔つなぐえひめ国体」 神奈川県選手団成績一覧

種目

成年男子

１００ｍ

４００ｍ

８００ｍ

１１０ｍＨ

４００ｍＨ

１００００ｍ競歩

走高跳
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2 【水泳】

種　　別 選　手　名 所　　　属 順　位 得　点 記録等

自由形   ５０ｍ 五十嵐　千　尋 日本体育大学 １位 8.00 ２５”４６

自由形 １００ｍ 青　木　智　美 アリーナつきみ野スポーツクラブ ３位 6.00 ５５”６４

自由形 ４００ｍ 岩　永　美　里 アリーナつきみ野スポーツクラブ ４位 5.00 ４’１６”１２

背泳ぎ １００ｍ 赤　瀬　紗也香 ＡＮＡエアポートサービス ２位 7.00 １’００”８８

平泳ぎ １００ｍ 髙　﨑　有　紀 慶應義塾大学 ２位 7.00 １’０８”３６

バタフライ １００ｍ 山　根　優　衣 セントラルスポーツ ４位 5.00 ５９”３８

個人メドレー ２００ｍ 五十嵐　千　尋 日本体育大学 ３位 6.00 ２’１４”４３

リレー ２００ｍ １位 8.00 １’４２”３０

メドレーリレー ４００ｍ １位 8.00 ４’０３”９６

自由形   ５０ｍ １位 8.00 ２３”０１

自由形 １００ｍ ２位 7.00 ５０”６９

自由形 ４００ｍ 高　橋　明日翔 桐光学園高等学校 ４位 5.00 ３’５７”４１

背泳ぎ ２００ｍ 眞　野　秀　成 湘南工科大学附属高等学校 予選敗退 ２’０６”８９

平泳ぎ ２００ｍ 大　﨑　威久馬 桐光学園高等学校 １位 8.00 ２’１１”３２

バタフライ ２００ｍ 石　原　諒太郎 桐光学園高等学校 ７位 2.00 ２’０１”６２

個人メドレー ４００ｍ 初　谷　智　輝 慶應義塾高等学校 ４位 5.00 ４’２３”７０

リレー ８００ｍ ３位 6.00 ７’３１”３９

メドレーリレー ４００ｍ ２位 7.00 ３’４２”６１

自由形   ５０ｍ ２位 7.00 ２３”３８

自由形 １００ｍ １位 8.00 ５０”４９

自由形 ４００ｍ 本　多　　　灯 日本大学藤沢高等学校 １位 8.00 ３’５８”１５

背泳ぎ １００ｍ 柳　川　大　樹 横須賀市立田浦中学校 １位 8.00 ５７”２２

平泳ぎ １００ｍ 山　尾　隼　人 桐光学園高等学校 ３位 6.00 １’０３”４５

バタフライ １００ｍ 本　多　　　灯 日本大学藤沢高等学校 ２位 7.00 ５５”１６

個人メドレー ２００ｍ 柳　川　大　樹 横須賀市立田浦中学校 ６位 3.00 ２’０９”１０

リレー ４００ｍ １位 8.00 ３’２７”５２（大会新）

メドレーリレー ４００ｍ １位 8.00 ３’４６”２１

自由形   ５０ｍ ２位 7.00 ２５”３１

自由形 １００ｍ ３位 6.00 ５５”７５

背泳ぎ ２００ｍ 小　堀　倭　加 湘南工科大学附属高等学校 ４位 5.00 ２’１４”８７

平泳ぎ ２００ｍ 平　井　葉　子 日本大学藤沢高等学校 予選敗退 ２’３４”２４

バタフライ ２００ｍ 予選敗退 ２’１５”２９

個人メドレー ４００ｍ ３位 6.00 ４’４６”３４

リレー ４００ｍ ２位 7.00 ３’４６”２１

メドレーリレー ４００ｍ ５位 4.00 ４’１１”７９

自由形   ５０ｍ 小　林　　麗 日本大学高等学校 ２位 7.00 ２６”５１

自由形 １００ｍ 栗　山　百　花 横浜市立六会中学校 棄権

背泳ぎ １００ｍ 泉　原　凪　沙 横浜市立鶴ヶ峰中学校 ２位 7.00 １’０２”１８

平泳ぎ １００ｍ 吉　田　杏　子 日本大学藤沢高等学校 ６位 3.00 １’１１”８０

バタフライ １００ｍ 泉　原　凪　沙 横浜市立鶴ヶ峰中学校 予選敗退 １’０４”８５

個人メドレー ２００ｍ 城　戸　佑　菜 日本大学藤沢高等学校 ７位 2.00 ２’２１”２９

リレー ４００ｍ ２位 7.00 ３’５０”６１

メドレーリレー ４００ｍ ３位 6.00 ４’１４”２７

少年女子共通 自由形 ４００ｍ 小　堀　倭　加 湘南工科大学附属高等学校 １位 8.00 ４’１２”７４

成年男子 坂　井　　　丞 ミキハウス １位 8.00 ４５５．９２

３位 6.00 ２３７．７５

８位 1.00 ２０５．０５

１位 8.00 ４０７．１５

５位 4.00 ３１８．４５

１１位 ２１４．８５

１２位 １９１．６０

少年女子 １４位 １４５．５１３５

成年男子 中　島　大　賀 日本大学 １０位 １：０４’１９”０７

成年女子 岩　永　美　里 アリーナつきみ野スポーツクラブ ７位 2.00 １：０９’４１”３０

天皇杯順位及び得点 ２位 314.00

皇后杯順位及び得点 ２位 154.00

オープンウォーター

オープンウォーター

少年女子
飛板飛込

西　沢　明　歩 県立上溝南高等学校
高飛込

シンクロ 神奈川県選抜

成年女子
飛板飛込

坂　井　莉　那 日本体育大学
高飛込

少年男子
飛板飛込

伊　藤　洸　輝 帝京高等学校
高飛込

石崎、大内、森本、佐々木（杏）

小堀、平井、佐々木（杏）、大内

少年女子Ｂ

川口、小林、城戸、望月

泉原、吉田、佐々木（梨）、川口

飛板飛込

少年男子Ｂ

須　田　悠　介 湘南工科大学附属高等学校

須田、松山、柳川、本多

柳川、山尾、本多、須田

少年女子Ａ

大　内　紗　雪 日本大学藤沢高等学校

佐々木　杏　奈 日本大学藤沢高等学校

種目等

成年女子

山根、五十嵐、岩永、青木

赤瀬、髙﨑、山根、青木

少年男子Ａ

川　根　正　大 法政大学第二高等学校

高橋（明）、眞野、初谷、井元

高橋（海）、大﨑、川根、井元
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3 【サッカー】

種　　別 選　手　名 所　　　属 順　位 得　点 記録等

成年男子 ５位 20.0 ＶＳ石川

女子 ５位 20.0 ＶＳ静岡

少年男子 １位 64.00 ＶＳ広島

天皇杯順位及び得点 ２位 114.00

皇后杯順位及び得点 ５位 30.00

4 【テニス】

種　　別 選　手　名 所　　　属 順　位 得　点 記録等

成年男子 １回戦敗退 ＶＳ東京

成年女子 ７位 6.00 ＶＳ群馬

少年男子 ２位 21.00 ＶＳ東京

少年女子 ３回戦敗退 ＶＳ三重

天皇杯順位及び得点   ６位 37.00

皇后杯順位及び得点 １１位 16.00

5 【ボート】

種　　別 選　手　名 所　　　属 順　位 得　点 記録等

成年男子 予選敗退 ３’２０”３２

成年女子 準決勝敗退 ３’３８”６４

少年男子 ４位 25.00 ３’０８”５９

８位 5.00 ３’３８”１８

予選敗退 ４’０６”９２

天皇杯順位及び得点 １０位 40.00

皇后杯順位及び得点 ２１位 15.00

7 【ボクシング】

種　　別 選　手　名 所　　　属 順　位 得　点 記録等

成年女子 松　田　恵　里 松田健康スタジオ ５位 2.50 ＶＳ静岡

天皇杯順位及び得点 ３５位 12.50

皇后杯順位及び得点 ５位 12.50

8 【バレーボール】

種　　別 選　手　名 所　　　属 順　位 得　点 記録等

少年男子 １回戦敗退 ＶＳ鹿児島

少年女子 １回戦敗退 ＶＳ愛知

女子 ２位 21.00 ＶＳ福井

天皇杯順位及び得点 １９位 31.00

皇后杯順位及び得点 １１位 31.00

9 【体　操】

種　　別 選　手　名 所　　　属 順　位 得　点 記録等

成年男子 １１位 ３１８．７５０

少年男子 １９位 ２９２．７５０

８位 5.00 ２００．８５０

８位 5.00 ２６．５８７５

天皇杯順位及び得点 １７位 20.00

皇后杯順位及び得点 １４位 20.00

10 【バスケットボール】

種　　別 選　手　名 所　　　属 順　位 得　点 記録等

成年女子 ５位 12.50 ＶＳ栃木

天皇杯順位及び得点 １８位 22.50

皇后杯順位及び得点 ９位 22.50

神奈川県選抜

少年女子
競技 神奈川県選抜

新体操 神奈川県選抜

種目等

ビーチバレー 神奈川県選抜（浦田、鈴木）

種目等

競技 神奈川県選抜

競技 神奈川県選抜

種目等

フライ級

種目等

６人制 神奈川県選抜

６人制 県立大和南高等学校

舵手つきクォドルプル 神奈川県選抜

舵手つきクォドルプル 神奈川県選抜

少年女子
舵手つきクォドルプル 神奈川県選抜

シングルスカル 荒　井　千　奈

神奈川県選抜（松田、佐野）

神奈川県選抜

種目等

ダブルスカル 神奈川県選抜

神奈川県選抜

種目等

神奈川県選抜

神奈川県選抜

種目等

神奈川県選抜

神奈川県選抜
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11 【レスリング】

種　　別 選　手　名 所　　　属 順　位 得　点 記録等

７４kg級 大　越　幸之介 日本体育大学 １回戦敗退 ＶＳ滋賀

８６kg級 内　藤　由　良 国士館大学 １回戦敗退 ＶＳ岐阜

１２５kg級 下　中　隆　広 横浜刑務所 ２回戦敗退 ＶＳ福岡

５９kg級 平　尾　清　晴 川崎市立西有馬小学校 ５位 2.50 ＶＳ山口

７１kg級 井　上　智　裕 富士工業 １位 8.00 ＶＳ愛媛

９８kg級 松　本　直　毅 早稲田大学 ５位 2.50 ＶＳ宮崎

女子 フリースタイル ５３kg級 輿　水　ゆめみ 神奈川大学 １回戦敗退 ＶＳ大阪

５０kg級 平　岡　　大宙 慶應義塾高等学校 １回戦敗退 ＶＳ岩手

６６kg級 松　井　滉　季 慶應義塾高等学校 ２回戦敗退 ＶＳ東京

７４kg級 ソロモン　リオン竜也 県立磯子工業高等学校 ２回戦敗退 ＶＳ岐阜

５５kg級 原　田　真　吾 県立釜利谷高等学校 ５位 2.50 ＶＳ静岡

６０kg級 和　久　巧　凌 陸上自衛隊高等工科学校 ３位 5.50 ＶＳ静岡

８４kg級 佐　川　　健 県立磯子工業高等学校 ３位 5.50 ＶＳ岐阜

１２０kg級 福　沢　新　一 県立磯子工業高等学校 １回戦敗退 ＶＳ山梨

天皇杯順位及び得点 １８位 36.50

皇后杯順位及び得点   ９位 10.00

12 【セーリング】

種　　別 選　手　名 所　　　属 順　位 得　点 記録等

河　合・中　澤 三井住友海上火災保険 ７位 6.00 ３４

樋　口　　　碧 神奈川県セーリング連盟 ７位 2.00 ３０

山　﨑　大　輔 横浜市栄消防署 ７位 2.00 ２１

若　林・深　沢 神奈川県選抜 ８位 3.00 ２６

池　田　紅　葉 日本大学 ６位 3.00 ２８

堀　川　智　江 金澤運輸 ７位 2.00 ２３

国　見・磯　村 逗子開成高等学校 １２位 ３４

廣　瀬　翔　大 逗子開成高等学校 ８位 1.00 ２５

寺　岡・大久保 神奈川県選抜 ２２位 ７９

谷　　　美　月 横浜女学院高等学校 １０位 ３３

天皇杯順位及び得点 １５位 29.00

皇后杯順位及び得点 １５位 18.00

13 【ウエイトリフティング】

種　　別 選　手　名 所　　　属 順　位 得　点 記録等

スナッチ １６位 ９６ｋｇ

クリーン＆ジャーク １０位 １３０ｋｇ

トータル １５位 ２２６ｋｇ

スナッチ ８位 1.00 １３０ｋｇ

クリーン＆ジャーク ３位 6.00 １７０ｋｇ

トータル ３位 ３００ｋｇ

スナッチ １６位 １２０ｋｇ

クリーン＆ジャーク ７位 2.00 １６０ｋｇ

トータル １１位 ２８０ｋｇ

スナッチ １８位 １２０ｋｇ

クリーン＆ジャーク ９４kg級 平　野　浩太郎 セントラルフィットネスクラブ藤沢 ２２位 １４５ｋｇ

トータル ２０位 ２６５ｋｇ

スナッチ １１位 １０７ｋｇ

クリーン＆ジャーク １０位 １３３ｋｇ

トータル ９位 ２４０ｋｇ

スナッチ １３位 ９７ｋｇ

クリーン＆ジャーク ７位 2.00 １３６ｋｇ

トータル １０位 ２３３ｋｇ

スナッチ １位 8.00 １３０ｋｇ

クリーン＆ジャーク ２位 7.00 １６０ｋｇ

トータル １位 ２９０ｋｇ

天皇杯順位及び得点 ２４位 36.00

皇后杯順位及び得点 １８位 10.00

法政大学第二高等学校

法政大学大学院

少年男子

７７kg級 稲　垣　　　涼 県立平塚湘風高等学校

８５㎏級 菅　原　遼　平 法政大学第二高等学校

９４kg級 岡　　　裕　智

種目等

成年男子

６２kg級 ジョージ　マレー 横須賀米軍基地

７７kg級 篠　原　航　平 国士舘大学

８５㎏級 新　海　裕　輝

少年男子
４２０級

レーザーラジアル級

少年女子
４２０級

レーザーラジアル級

種目等

成年男子

４７０級

レーザー級

国体ウインドサーフィン級

成年女子

セーリングスピリッツ級

レーザーラジアル級

国体ウインドサーフィン級

種目等

成年男子

フリースタイル

グレコローマンスタイル

少年男子

フリースタイル

グレコローマンスタイル
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14 【ハンドボール】

種　　別 選　手　名 所　　　属 順　位 得　点 記録等

成年男子 ２回戦敗退 ＶＳ宮城

成年女子 １回戦敗退 ＶＳ三重

少年男子 １位 40.00 ＶＳ千葉

天皇杯順位及び得点 ５位 50.00

皇后杯順位及び得点 １５位 10.00

15 【自転車】

種別 氏　　　名 所　　　　属 順　位 得　点 記録等

小　野　寛　斗 早稲田大学 途中棄権

畑　　　頌　聡 慶應義塾大学 途中棄権

鈴　木　　　良 法政大学 １４位 １’０７”３７６

末　岡　正　允 ノダ 予選敗退 １１”７４５

小　野　寛　斗 早稲田大学 予選敗退 3ポイント

田野口　翔　一 立命館大学 予選敗退

畑　　　頌　聡 慶應義塾大学 １６位

野　島　理紗子 順天堂大学 予選敗退

石　上　夢　乃 横浜創学館高等学校 ３位 6.00

１５位 １’００”０９３

中　西　　啓 法政大学第二高等学校 途中棄権

清　水　大　樹 横浜高等学校 ３３位 ３：１３’４１”２

清　水　大　樹 横浜高等学校 ８位 1.00 １’０８”６３４

大　橋　真　彗 横浜高等学校 予選敗退 １２”００１

中　西　　啓 法政大学第二高等学校 予選敗退 １ポイント

菅　野　佑　樹 県立保土ケ谷高等学校 予選敗退

予選敗退 ４’２８”４３６

予選敗退 １’２０”８８９

天皇杯順位及び得点 ２８位 17.00

皇后杯順位及び得点 ８位 16.00

16 【ソフトテニス】

種　　別 選　手　名 所　　　属 順　位 得　点 記録等

成年男子 １回戦敗退 ＶＳ長﨑

少年男子 １回戦敗退 ＶＳ岐阜

少年女子 ３位 30.0 ＶＳ和歌山

天皇杯順位及び得点 １１位 40.00

皇后杯順位及び得点 ６位 40.00

17 【卓　球】

種　　別 選　手　名 所　　　属 順　位 得　点 記録等

成年女子 １次リーグ敗退 Ａグループ４位

少年男子 ３回戦敗退 ＶＳ石川

少年女子 ３位 16.50 ＶＳ大阪

天皇杯順位及び得点 １２位 26.50

皇后杯順位及び得点 ６位 26.50

18 【軟式野球】

種　　別 選　手　名 所　　　属 順　位 得　点 記録等

成年男子 １回戦敗退 ＶＳ奈良

天皇杯順位及び得点 ９位 10.00

19 【相　撲】

種　　別 選　手　名 所　　　属 順　位 得　点 記録等

成年男子 予選敗退

少年男子 決勝トーナメント敗退 ＶＳ新潟

天皇杯順位及び得点 １３位 10.00

団体 神奈川県選抜

種目等

神奈川県選抜

種目等

団体 神奈川県選抜

種目等

神奈川県選抜

神奈川県選抜

神奈川県選抜

種目等

神奈川県選抜

神奈川県選抜

神奈川県選抜

スクラッチ

男　子
４ｋｍチーム・パシュート 田野口、鈴木、畑、小野

チーム・スプリント 末　岡、清　水、大　𣘺𣘺𣘺𣘺

女子

ケイリン

スクラッチ

チーム・スプリント 石　上、野　島

少年男子

個人ロード・レース

1kmﾀｲﾑ･ﾄﾗｲｱﾙ

スプリント

ﾎﾟｲﾝﾄ･ﾚｰｽ

種目

成年男子

個人ロード・レース

1kmﾀｲﾑ･ﾄﾗｲｱﾙ

スプリント

ﾎﾟｲﾝﾄ･ﾚｰｽ

ケイリン

スクラッチ

種目等

東海大学

東海大学

法政大学第二高等学校
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20 【馬 術】

種　　別 選　手　名 所　　　属 順　位 得　点 記録等

失権

６位 3.00 １’０８”４９

草　薙　達　也 座間近代乗馬クラブ ２０位 ７４０

２位 7.00 ６８．３９４

２位 7.00 ７１．７２５

９位 １０１０

失権 第２段階

２位 7.00 ６７．１３１

２位 7.00 ７１．１５０

棄権

１８位

山　本　文　賀 アレセイア湘南高等学校 ３位 6.00 １０４０

遠　藤、山　本 神奈川県選抜 失権

天皇杯順位及び得点 ６位 47.00

皇后杯順位及び得点 ３位 24.00

21 【フェンシング】

種　　別 選　手　名 所　　　属 順　位 得　点 記録等

２回戦敗退

２回戦敗退

少年男子 ３位 18.00 ＶＳ和歌山

天皇杯順位及び得点 １２位 28.00

皇后杯順位及び得点 １５位 10.00

22 【柔　道】

種　　別 選　手　名 所　　　属 順　位 得　点 記録等

成年男子 ２回戦敗退 ＶＳ大阪（判定）

女子 ２位 35.00 ＶＳ愛媛

少年男子 ５位 12.50 ＶＳ千葉

天皇杯順位及び得点 ５位 57.50

皇后杯順位及び得点 ２位 45.00

24 【バドミントン】

種　　別 選　手　名 所　　　属 順　位 得　点 記録等

成年女子 １回戦敗退 ＶＳ和歌山

少年男子 １回戦敗退 ＶＳ山形

天皇杯順位及び得点 １９位 10.00

皇后杯順位及び得点 １４位 10.00

25 【弓　道】

種　　別 選　手　名 所　　　属 順　位 得　点 記録等

６位 9.00

予選敗退

予選敗退

予選敗退

５位 12.00

８位 3.00

天皇杯順位及び得点 １５位 34.00

皇后杯順位及び得点 １２位 25.00

成年女子
近的

神奈川県選抜
遠的

少年女子
近的

神奈川県選抜
遠的

神奈川県選抜

種目等

成年男子
近的

神奈川県選抜
遠的

神奈川県選抜

種目等

神奈川県選抜

フルーレ 神奈川県選抜（藤倉、北村、長谷山）

種目等

神奈川県選抜

神奈川県選抜

トップスコア

リレー

種目等

成年男子
フルーレ 神奈川県選抜

エペ 神奈川県選抜

二段階障害飛越

少年

馬場馬術
重藤　エディット彬 聖園女学院高等学校

自由演技馬場馬術

ダービー
遠　藤　め　い 県立中央農業高等学校

二段階障害飛越

成年女子

馬場馬術
杉　山　春　恵 藤沢乗馬クラブ

自由演技馬場馬術

トップスコア
今　村　そよ香 ＢＵＭ　Ｅｑｕｉｎｅ

成年男子

国体総合馬術
武　重　幸　喜 藤沢乗馬クラブ

ｽﾋﾟｰﾄﾞｱﾝﾄﾞﾊﾝﾃﾞｨﾈｽ

トップスコア

種目等
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26 【ライフル射撃】

種別 氏　　　名 所　　　　属 順　位 得　点 記録等

嘉　山　　　豪 プレス工業 ８位 1.00 ３８５

１位 8.00 ２４７．５（大会新）

３位 6.00 １９１

予選敗退 ５９７．８

２４位 ６２１．７

松　田　知　幸 神奈川県警察 １位 8.00 ２３６．９（大会新）

２位 7.00 ７７３

５位 4.00 ２８８

１位 8.00 ２４６．５（大会新）

３位 6.00 ４１９．３

松　本　大　典 県立海老名高等学校 予選敗退 ５７６．１

マティウス　剣 湘南学院高等学校 ４位 5.00 １８１．５

少年女子 臼　井　華　蓮 日本大学高等学校 予選敗退 ３８４．２

天皇杯順位及び得点 　２位 63.00

皇后杯順位及び得点 　９位 24.00

27 【剣　道】

種　　別 選　手　名 所　　　属 順　位 得　点 記録等

成年男子 ２回戦敗退 ＶＳ大阪

成年女子 ５位 7.50 ＶＳ兵庫

天皇杯順位及び得点 ２２位 17.50

皇后杯順位及び得点 １１位 17.50

28 【ラグビーフットボール】

種　　別 選　手　名 所　　　属 順　位 得　点 記録等

少年男子 １回戦敗退 ＶＳ大阪

天皇杯順位及び得点 １８位 10.00

皇后杯順位及び得点 　９位 10.00

29 【山　岳】

種　　別 選　手　名 所　　　属 順　位 得　点 記録等

予選敗退

予選敗退

７位 6.00

６位 9.00

天皇杯順位及び得点 １９位 25.00

皇后杯順位及び得点 １２位 25.00

30 【カヌー】

種　　別 選　手　名 所　　　属 順　位 得　点 記録等

１５ゲート ４位 5.00 ８８．０４

２５ゲート ４位 5.00 １０２．８２

１５ゲート ４位 5.00 １０１．７５

２５ゲート ４位 5.00 １２１．５８

１５ゲート ６位 3.00 １１１．５８

２５ゲート ６位 3.00 １２９．１３

２００ｍ 準決勝敗退 ４６”９８１

５００ｍ 準決勝敗退 ２’０１”８１２

２００ｍ 決勝DNF

５００ｍ 準決勝敗退 ２’０６”２４４

２００ｍ 準決勝敗退 ４１”２４４

５００ｍ 準決勝敗退 １’５５”３４９

２００ｍ ８位 1.00 ４８”２５６

５００ｍ ９位 ２’０３”６２５

天皇杯順位及び得点 ２１位 36.00

皇后杯順位及び得点 ２２位 17.00

成年男子 ＳＰ　Ｋ－１ 平　岩　達　樹 日本体育大学

成年女子 ＳＰ　Ｋ－１ 宍　戸　美　華 同志社大学

少年男子

ＳＰ　Ｋ－１ 滝　口　貴　一 陸上自衛隊高等工科学校

ＳＰ　Ｃ－１ 山　中　悠　平 陸上自衛隊高等工科学校

池　田　拓　也 神奈川県カヌー協会

女子 ＳＬＲ　Ｋ－１ 八　木　優　芽 相模女子大学高等部

少年女子
リード

　神奈川県選抜
ボルダリング

種目等

男子

ＳＬＲ　Ｋ－１ 小　島　大　地 早稲田大学

ＳＬＲ　Ｃ－１

神奈川県選抜

種目等

成年男子
リード

　神奈川県選抜
ボルダリング

１０ｍＳ４０ＪＷ

種目等

神奈川県選抜

神奈川県選抜

種目等

成年女子
１０ｍＳ４０Ｗ

一ノ渡　　　桜 法政大学
１０ｍＰ４０Ｗ

少年男子
１０ｍＳ６０ＪＭ

ＢＰ４０ＪＭ

１０ｍＰ２０Ｍ

１０ｍＡＰ６０

ＣＰ６０Ｍ
川　口　慶　太 神奈川県警察

ＣＰ３０Ｍ

種目等

成年男子

５０ｍ３×４０Ｍ

５０ｍＰ６０Ｍ
信　田　健　介 横浜銀行

５０ｍＫ２０Ｍ

１０ｍＳ２０Ｍ
髙　木　裕　貴 明治大学
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31 【アーチェリー】

種　　別 選　手　名 所　　　属 順　位 得　点 記録等

成年男子 １位 24.00 ＶＳ愛知

成年女子 予選敗退

天皇杯順位及び得点 　８位 34.00

皇后杯順位及び得点 １３位 10.00

32 【空手道】

種　　別 選　手　名 所　　　属 順　位 得　点 記録等

軽量級 伊勢野　海　人 シモハナ物流 ２回戦敗退 ＶＳ香川

中量級 鹿　島　瑞　生 翔光会 ５位 2.50 ＶＳ愛媛

重量級 千　葉　大　輔 千葉硝子工事 ２回戦敗退 ＶＳ福井

形 江　口　和　真 山梨学院大学 １回戦敗退 ＶＳ長野

成年女子 組手 添　田　愛　美 神奈川大学 １回戦敗退 ＶＳ秋田

少年男子 組手 酒　井　寛　太 横浜創学館高等学校 ２回戦敗退 ＶＳ千葉

組手 松　岡　萌　未 光明学園相模原高等学校 １回戦敗退 ＶＳ徳島

形 石　橋　咲　織 横浜創学館高等学校 １位 8.00 ＶＳ大阪

組手 団体 ２回戦敗退 ＶＳ香川

天皇杯順位及び得点 ２０位 20.50

皇后杯順位及び得点 ８位 18.00

33 【銃剣道】

種　　別 選　手　名 所　　　属 順　位 得　点 記録等

成年男子 ２回戦敗退 ＶＳ香川

少年男子 ４位 15.00 ＶＳ宮城

天皇杯順位及び得点 ９位 25.00

34 【クレー射撃】

種　　別 選　手　名 所　　　属 順　位 得　点 記録等

１１位 ２４０

１３位 ２４２

天皇杯順位及び得点 １４位 10.00

35 【なぎなた】

種　　別 選　手　名 所　　　属 順　位 得　点 記録等

２回戦敗退 ＶＳ大分

１回戦敗退 ＶＳ京都

２回戦敗退 ＶＳ大阪

１回戦敗退 ＶＳ石川

天皇杯順位及び得点 １９位 10.00

皇后杯順位及び得点 １９位 10.00

種目等

成年女子
演技

神奈川県選抜
試合

少年女子
演技

神奈川県選抜
試合

神奈川県選抜

種目等

トラップ 神奈川県選抜

スキート 神奈川県選抜

成年男子
　組手　

少年女子

神奈川県選抜

種目等

神奈川県選抜

種目等

神奈川県選抜（田畑、大井、大貫）

神奈川県選抜

種目等
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36 【ボウリング】

種　　別 選　手　名 所　　　属 順　位 得　点 記録等

佐々木　智　之 湘南モノレール 予選敗退 １２５８

斎　藤　祐　太 日本精工 予選敗退 １２６２

川　田　光　一 いすゞ自動車 予選敗退 １２１８

土　方　　 捷 やまびこ 予選敗退 １２１６

２人チームＡ 斎　藤・川　田 前掲 ３位 18.00 ３７５１

２人チームＢ 土　方・佐々木 前掲 １位 24.00 ３８７１

４人チーム １位 24.00 ４９４０

藤　原　聖　佳 湘南ボウル ２位 7.00 １７６４

菅　野　沙　織 ミキハウス 予選敗退 １１４１

佐　藤　悠　里 プロショップＫＩＮＴＡ 予選敗退 １１１４

太　田　千　恵 県立厚木西高等学校 予選敗退 ９８０

２人チームＡ 菅野、佐藤 前掲 予選敗退 ２１３６

２人チームＢ 藤原、太田 前掲 ２位 21.00 ３４２５

４人チーム 予選敗退 ２１７８

坂　本　就　馬 相模原市立大野台中学校 予選敗退 １２２５

畑　　　秀　明 湘南学院高等学校 予選敗退 １２１２

団体戦 ２人チーム 坂　本・　畑　 前掲 １位 24.00 ３８８５

天皇杯順位及び得点 １位 128.00

皇后杯順位及び得点 ５位 38.00

37 【ゴルフ】

種　　別 選　手　名 所　　　属 順　位 得　点 記録等

成年男子 １６位 ４４１

女　　子 １３位 ４３７

天皇杯順位及び得点 ２３位 10.00

皇后杯順位及び得点 ９位 10.00

　第７２回国民体育大会総合成績（冬季大会を含む）

５位 １６７４．５

７位 　８３５．０

男女総合成績（天皇杯）

女子総合成績（皇后杯）

広告　プロジェクトジャパン株式会社

少年男子
個人戦

種目等

 神奈川県選抜

 神奈川県選抜

種目等

成年男子

個人戦

団体戦

佐々木、土方、斎藤、川田

成年女子

個人戦

団体戦

藤原、大久保、濵野、佐藤
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第７２回国民体育大会優勝者
競技 種別 種目 備考

1 少年男子共通 800ｍ クレイアーロン　竜波相洋高等学校

2 少年女子共通 三段跳 中　村　紗　華 県立伊志田高等学校 大会新

3 成年男子 自由形50ｍ 塩　浦　慎　理 イトマン東進 大会新

4 成年女子 自由形50ｍ 五十嵐　千　尋 日本体育大学

山　根　優　衣 セントラルスポーツ

五十嵐　千　尋 日本体育大学

岩　永　美　里 アリーナつきみ野ＳＣ

青　木　智　美 アリーナつきみ野ＳＣ

赤　瀬　紗也香 ＡＮＡエアポートサービス

髙　﨑　有　紀 慶應義塾大学

山　根　優　衣 セントラルスポーツ

青　木　智　美 アリーナつきみ野ＳＣ

7 少年男子Ａ 自由形50ｍ 川　根　正　大 法政大学第二高等学校

8 少年男子Ａ 平泳ぎ200ｍ 大　﨑　威久馬 桐光学園高等学校

9 少年男子Ｂ 自由形100ｍ 須　田　悠　介 湘南工科大学附属高等学校

10 少年男子Ｂ 自由形400ｍ 本　多　　　灯 日本大学藤沢高等学校

11 少年男子Ｂ 背泳ぎ100ｍ 柳　川　大　樹 横須賀市立田浦中学校

須　田　悠　介 湘南工科大学附属高等学校

松　山　元　哉 湘南工科大学附属高等学校

柳　川　大　樹 横須賀市立田浦中学校

本　多　　　灯 日本大学藤沢高等学校

柳　川　大　樹 横須賀市立田浦中学校

山　尾　隼　人 桐光学園高等学校

本　多　　　灯 日本大学藤沢高等学校

須　田　悠　介 湘南工科大学附属高等学校

14 少年女子共通 自由形400ｍ 小　堀　倭　加 湘南工科大学附属高等学校

15 成年男子 飛板飛込 坂　井　　　丞 ミキハウス

16 少年男子 飛板飛込 伊　藤　洸　輝 帝京高等学校

髙　山　汐　生 平塚学園高等学校

島　崎　　　元 県立住吉高等学校

和　田　昂　士 県立松陽高等学校

岩　井　龍翔司 横浜高等学校

小　林　夏　生 横浜商科大学高等学校

柴　田　　　徹 平塚学園高等学校

山　本　理　仁 県立橋本高等学校

柴　田　壮　介 県立鶴嶺高等学校

松　田　詠太郎 横浜高等学校

西　川　　　潤 桐光学園高等学校

宮　城　　　天 川崎市立幸高等学校

山　田　怜　於 県立鎌倉高等学校

小　林　佑　熙 県立川崎北高等学校

坂　巻　日　向 県立生田東高等学校

石　井　宏　育 県立旭高等学校

小　倉　陽　太 県立舞岡高等学校

18 レスリング 成年男子
グレコローマン
スタイル71kg級

井　上　智　裕 富士工業

19
ウエイトリフ

ティング
少年男子 94kg級スナッチ 岡　　　裕　智 法政大学第二高等学校

5

6

17 サッカー 少年男子

陸上

成年女子

　
メドレーリレー

４×100ｍ

少年男子Ｂ リレー４×100ｍ

水泳

選手等

成年女子 リレー４×50ｍ

少年男子Ｂ

　
メドレーリレー

４×100ｍ

大会新12

13
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競技 種別 種目 備考

高　橋　　　海
藤　田　龍　雅
内　田　歩　夢
大　畠　洋　斗
加　藤　智　仁
白　築　一　磨
塚　田　　　亘
角　田　直　也
福　田　友　貴
西　　　遼　太
山　方　　　悟
土　屋　直　樹

22 成年男子
50ｍライフル伏射

（60発）
信　田　健　介 横浜銀行 大会新

23 成年男子
10ｍエア・ピストル

（60発）
松　田　知　幸 神奈川県警察 大会新

24 成年女子
10ｍエア・ライフル

立射（40発）
一ノ渡　　　桜 法政大学 大会新

田　畑　隼　剛 東海大学

大　貫　　　渉 サガミ

大　井　一　輝 慶應義塾大学

26 空手道 少年女子 形 石　橋　咲　織 横浜創学館高等学校

土　方　　　捷 やまびこ

佐々木　智　之 湘南モノレール

佐々木　智　之 湘南モノレール

土　方　　　捷 やまびこ

斎　藤　祐　太 日本精工

川　田　光　一 いすゞ自動車

坂　本　就　馬 相模原市立大野台中学校

畑　　　秀　明 湘南学院高等学校

競技別男女総合優勝

ボウリング競技

※各競技において、それぞれの都道府県が獲得した競技得点及び参加得点の合計によって決められる競技別の総合成績。
　競技別男女総合の都道府県には、国民体育大会会長トロフィーが授与されます。

成年男子

成年男子

27

団体戦（4人チーム）

25

ライフル射撃

21

団体戦（2人チーム）

ハンドボール 少年男子

28

法政大学第二高等学校

選手等

ボウリング

29 少年男子 団体戦（2人チーム）

アーチェリー 成年男子 団体
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